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経済企業委員会会議録 

 

平成２９年６月２０日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時１４分閉議（実時間１３０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４２号・平成２９年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第４８号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２８年度八代市一般会計

補正予算・第１１号（関係分）） 

１．議案第５４号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （地方創生交付金事業について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  大 倉 裕 一 君 

副委員長  笹 本 サエ子 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 経済文化交流部長   辻 本 士 誠 君 

  経済文化交流部次長 桑 原 真 澄 君 

  理事兼スポーツ振興課長 下 村 孝 志 君 

  国際港湾振興課長  緒 方   浩 君 

  観光振興課長    岩 崎 和 也 君 

  商工政策課長    豊 本 昌 二 君 

 農林水産部長     黒 木 信 夫 君 

  農林水産部次長   橋 永 高 徳 君 
 
  農林水産部政策 
            沖 田 良 三 君 
  調整審議員 
 

  農林水産政策課長  小 堀 千 年 君 
 
  農林水産政策課副主幹 
            柿 本 光 明 君 
  兼農事研修センター所長 
 
 
  農業振興課長兼 
            豊 田 浩 史 君 
  食肉センター場長 
 

  農地整備課長    小 原 聖 児 君 

  フードバレー推進課長 宮 川 武 晴 君 

 部局外 

  水道局長      宮 本 誠 司 君 

                              

○記録担当書記     土 田 英 雄 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（大倉裕一君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから経済企業委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第４２号・平成２９年度八代市一

般会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第９款・教育費について、経済

文化交流部から説明をお願いします。 

○経済文化交流部長（辻本士誠君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ
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者あり）経済文化交流部の辻本でございます。

座らせていただいて、説明をさせていただきま

す。 

 それでは、議案第４２号・平成２９年度八代

市一般会計補正予算・第１号中、第９款・教育

費の関係分につきまして、桑原次長から説明い

たさせますので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部、桑原でございま

す。それでは、座らせていただきまして説明を

させていただきます。 

 では、一般会計補正予算書・第１号の１８ペ

ージをお開きをいただきたいと思います。よろ

しいでしょうか。１８ページの上の段をごらん

いただければと存じます。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目２・社

会体育事業費でございます。補正前の額が２７

３９万６０００円、今回お願いをいたしており

ます補正額が５０万円、補正後の額が２７８９

万６０００円となるところでございます。 

 右の欄でございますが、補正額の財源内訳と

いたしまして、特定財源その他、補正額と同額

の５０万円、これは寄附金でございます。右の

説明欄にございますとおり、スポーツ推進委員

関係事業費で、備品購入費といたしまして５０

万円を予定いたしておるところでございます。 

 これは、ことしの５月の８日でございますけ

れども、一般社団法人八代弘済会様より寄附が

ございまして、スポーツの振興に役立ててほし

いとの意向があったことから、屋外等で行いま

すニュースポーツ大会などで使用いたしますポ

ータブルアンプなどを購入するために要する経

費を補正するものでございます。 

 よろしく御審議のほうをお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今の特定財源のその他

の弘済会、説明があったんですが、弘済会は年

に何回かという、そういう寄附をされる団体な

んですか。簡単な質問ばってん。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） これ

は、年に１度ですね、御寄附をされてるという

ふうに伺っております。ことしは、スポーツ関

係にお使いをいただきたいということでござい

ました。 

○委員（山本幸廣君） なぜこの補正の時期、

当初関係にね、寄附というのは、何かの目的で

当初寄附をされるのならば、こう何か理屈も通

るんだけども、９月ぐらいにこういう補正の中

でね、寄附をされるというのは、何か目的があ

って寄附されたのかなということで理解するん

ですけども、年に１回ならば、当初関係にね、

みっちりと審議しながらですよ、スポーツ関係

に寄附いただくと。寄附いただいたけんでか

ら、あれつくるんじゃないですけれども、時期

的な問題も含めて、目的というのを、しっかり

した目的をやはり当初から、１年前から計画す

るとかですね、そういう中で寄附をするとかい

うのが正しい寄附のやり方、やり方というと―

―、うちの受け方もそういうような受け方のほ

うがいいんじゃないかなというふうに思うんで

すけれども、どうですか。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） こちら

のほうは、弘済会のほうで独自にお考えなられ

て、ことしについてはスポーツ関係ということ

で、ちょっとどの方面にですね、御寄附をされ

るかというのは、恐らく１年前からお決めにな

られていたんではないんだろうというふうに理

解はしておるところでございます。 

○委員（山本幸廣君） なぜ私が質問したかと

いうのは、弘済会の事業というのがどんどんど

んどん今、減ってるじゃないですか。で、私、

心配する１人としてから聞いたんですよね。会
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社はあんまりよくないのに寄附をという状況の

中でですよ、温かい寄附ですけんでから、受け

るのは通常なんですけども、受けますけども、

何か会社はあんまり、事業が少ない、事業が少

ないというそういう反面にこのような寄附をな

されるもんですからですね。ほかの寄附は、ス

ポーツ関係やったら、弘済会やら寄附せんで

も、ほかのところからでも寄附てできるわけで

すから。 

 ふと思いましたからですね。弘済会の経営状

況を含めての中でのその寄附というのから質問

させていただきました。これ、了としますけど

もですね。よかれば、目的がほんとにあれば、

当初関係に、年に１回は必ず寄附をしますよと

いう、そういう弘済会の考えならばですね、私

たちも弘済会あたりから寄附というの、今の状

況、大変厳しいんじゃないかな、あそこ、弘済

会もと思うんですけども。 

 温かく、寄附ですけん、これは執行部がいた

だいて、我々はその審議をするだけですから、

そういうふと思ったからですね、意見として。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） そうい

った山本委員おもだえのお話等については、一

応弘済会様のほうにもお話としてお伝えはして

おきたいと思います。（委員山本幸廣君「よろ

しくお願いします」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

 じゃあ、委員長がお尋ねをしたいので、委員

長を暫時交代いたします。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、委員

長の職務を委員長と交代いたします。 

○委員（大倉裕一君） ６月補正予算の概要の

中に、ポータブルのアンプ一式というのが購入

目的の商品ということですけども、まず、これ

が１台なのか２台なのか、そういった台数の関

係。 

 それと、などというふうに表現をしてありま

すので、アンプだけではないと思います。その

あたりの詳細についても、せっかく御寄附をい

ただいてですね、購入させていただくものを明

らかにしていただければというふうに思いま

す。 

○理事兼スポーツ振興課長（下村孝志君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）スポーツ振興課、下村でござい

ます。 

 委員長お尋ねの件でございますけれども、な

どの内訳でございますが、ワイヤレスアンプ１

台でございます。それと、チューナーのユニッ

トでありますとか、コンパクトスピーカー、ス

タンド、また、ワイヤレスマイク２本、それ

と、電源ドラム１台、それと、カセットボンベ

の小型の発電機の購入を予定してあります。全

て合わせて５０万というふうに見積もっており

ます。 

 以上です。（委員大倉裕一君「オーケーで

す」と呼ぶ） 

○副委員長（笹本サエ子君） いいですか。そ

れでは、委員長の職務を委員長と交代いたしま

す。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

でしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようであります

ので、以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

以上で、第９款・教育費について終了いたしま

す。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１１分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻
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します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明をお願いします。 

○農林水産部長（黒木信夫君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）それでは、議案第４２号・平成２９年度八

代市一般会計補正予算・第１号中、当委員会に

付託されました農林水産部関係分につきまし

て、農林水産部橋永次長より説明をいたします

ので、御審議方よろしくお願いします。 

○農林水産部次長（橋永高徳君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部次長の橋永です。着座して説

明させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

 それでは、一般会計補正予算・第１号中、農

林水産部関係について御説明をいたします。別

冊の予算書の１４ページをお開きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１５億３８４６万６００

０円を計上し、補正後の金額を１９億２１５５

万８０００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、農業生産総合対策事業として、補正額

１４億８２６８万７０００円を計上しておりま

す。この事業は、県の生産総合事業、強い農業

づくり交付金を活用し、生産・流通コストの低

減に向けた取組に必要な共同利用施設の導入に

要する経費の一部を補助するものでございま

す。今回は、低コスト耐候性ハウス導入と集出

荷施設導入の補助を予定しております。 

 内訳を申し上げます。まず、低コスト耐候性

ハウスの導入の補助としましては、総事業費が

３２億６８５３万１０００円であり、消費税及

び補助対象外経費を除いた額の２分の１以内で

ある１４億３４５４万３０００円を補助いたし

ます。これは、トマト農家が直面する気象災

害、とりわけ台風災害による被害への対策とし

て、導入コストを抑えながら気象災害に耐え得

る生産基盤を確立していくために、従来の耐候

性ハウスよりも低コストで導入ができる低コス

ト耐候性ハウスの導入補助を行うものです。実

施主体は、エコファーム立石出荷組合のほか３

団体分に対する補助となっています。 

 また、集出荷貯蔵施設導入の補助としまして

は、総事業費が１億２６４万７０００円で、消

費税及び補助対象外経費を除いた額の２分の１

以内の４５１４万４０００円を補助いたしま

す。実施主体は、（株）山田ファームとなって

おります。 

 これらを合わせまして、生産総合対策事業は

１４億８２６８万７０００円が補助金額となり

ます。なお、特定財源としましては、全額県支

出金を予定しております。 

 次に、経営体育成支援事業としましては、５

５７７万９０００円を計上しております。 

 こちらは、人・農地プランに位置づけられた

中心経営体等が融資機関からの融資を受け、農

業用機械、施設を導入する際、融資残について

補助金を交付することにより、主体的な経営展

開を支援する融資主体型補助事業と経営規模が

小規模、零細な地域において、意欲ある経営体

を育成するため、共同利用機械等の導入を支援

する条件不利地域型補助事業の２種類の事業か

らなるものでございます。 

 融資主体型補助事業は、２地区１９経営体に

対し４３２７万９０００円、条件不利地域型補

助事業は、１地区１経営体に対し１２５０万

円、合計の５５７７万９０００円を補助するも

のでございます。なお、特定財源としまして

は、全額県支出金を予定しております。 

 続きまして、その下の目４・園芸振興費で

は、補正額２９０８万８０００円を計上し、補

正後の金額を３９２３万１０００円とするもの

です。 
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 本事業は、県の攻めの園芸生産対策事業補助

金を活用し、気候温暖化や燃油、資材等の価格

高騰といった厳しい状況のもとで、産地間競争

に打ち勝つ園芸産地の維持発展を図るため、農

業施設、機械、基盤整備等の費用の一部を補助

するものでございます。実施主体は八代地域農

業協同組合園芸部で、事業内容は、自動内張開

閉装置や循環扇、谷部自動開閉装置、炭酸ガス

発生装置の導入となっております。 

 総事業費１億４７２万２０００円、補助率は

３分の１以内で、補助金額合計２９０８万８０

００円を計上しております。なお、特定財源と

しましては、全額県支出金を予定しておりま

す。 

 次に、目５・農業後継者育成費では、補正額

９０万円を計上し、補正後の金額１７８万３０

００円とするものです。 

 計上しました食育推進育成事業は、学校給食

における地産地消を推進するため、地域内食材

を初めとした県産食材の流通システムモデルづ

くりに資する活動に要する経費を補助するもの

でございます。 

 主な内容としましては、流通システムの構築

に向けた研修活動や地域産食材の導入促進活動

にかかわる講師謝金として２４万円、講師旅費

として８万６０００円、賄い材料費として１２

万４０００円、会場使用料として１３万５００

０円、子供たちが地域の農業や生産者に思いを

はせ、食に対する知識や技術を身につけ、将来

へ向けて生きる力を育むためのプロジェクトの

コーディネーター委託料として２０万円などが

ございます。なお、特定財源としては全額県支

出金を予定しております。 

 続きまして、１８ページをお願いします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費は、補

正額２１１８万円を計上し、補正後の金額を２

１１８万１０００円とするものです。 

 説明欄の農家の自力復旧支援事業は、県が創

設した平成２８年熊本地震復興基金交付金を活

用し、農業の維持を図るため、営農の基盤であ

る被災した農地を農家みずから復旧するための

経費の一部を補助するものです。 

 これに関連しまして、平成２８年１２月に予

算化し、２９年度に繰り越して実施予定だった

熊本地震被災農地復旧補助金事業については、

本事業に組み替えを行います。 

 対象事業費は、作業機械の借り上げ料、機械

オペレーター賃金、資材等材料費や燃料費、そ

の他必要と認められる経費などであり、復旧の

内容は、石積み、ブロック積み、畦畔復旧、の

り面整形、沈下部の客土、農地均平としていま

す。 

 平成２９年４月２１日まで要望量調査を行っ

た結果、１１０戸の申し込みがあり、総事業費

５７７０万９０００円に対し、補助率２分の１

以内、１カ所当たり２０万円を上限とした２１

１８万円を補助いたします。なお、特定財源と

しましては、全額県支出金を予定しておりま

す。 

 以上で、一般会計補正予算・第１号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） おはようございます。

食育推進育成事業についてお尋ねさせていただ

きます。 

 この事業は、ちょっと何月か忘れたんですけ

ど、先回も全く同じ金額で出ておりましたです

よね。で、県のほうの事業を市がされるんでし

ょうけども、どうもその県の中長期計画がよく

見えてこないんですよね。 

 せっかく何回も同じような事業を９０万円、

先回もたしか９０万円だったと思うんですけど
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も、そして全く謝礼とコーディネーター委託

料、全く金額の内訳一緒なんですよね。で、今

回も出てきて、そしてまた同じ事業しなさいと

いうことで、この食育推進育成事業に対して、

県との話し合いはどのように、今後、中長期的

な見方で、今の段階はこうだけれども、将来的

にはこうしていきたいとかいう中での予算編成

なのか、ただ、今年は、単年度ごとにしてみな

っせみたいな感じなのか、そこら辺がちょっと

よくわからないので、県とのその話はどうされ

てるのか、ちょっとお聞きしたいんですけれど

も。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） 農事研修センター所長の柿

本です。 

 先ほどお尋ねの件ですけども、これは平成２

８年度に熊本県が新規で立ち上げた事業で、蒲

島知事の一番星的な事業ということでお聞きし

ております。 

 で、去年のほうは事業採択が１１月、年の後

半だったもんですから、とりあえずエントリー

しまして、講演会を一部実施しております。

で、今年度は、この６月補正での事業開始を目

指しておりまして、９０万ですね、フルの事業

をですね、実施を考えております。 

 で、中長期的な動き、県の考えというのはち

ょっとわかりませんけれども、八代市としまし

ては、県の事業を活用しながらですね、これま

であんまり学校給食の分野で地産地消を導入で

きなかったもんですから、その辺を部局の枠を

超えてですね、実施したいということでエント

リーさせていただいております。 

 県の予算の総額が３００万ほどですので、ト

ータル２市か３市というぐらいの採択になろう

かと思いますけれども、その採択にぜひ乗っか

りたいということで、昨年は押し込ませていた

だいたような部分もございまして、それの成果

を受けて、今年度も八代市採択ということでな

りましたもんですから、その辺ですね、全力で

事業を実施していきたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

○委員（橋本隆一君） 大変申しわけない、私

があれなんですけども、目的はあくまでも地域

内食材を初めとした県産食材の流通システムモ

デルづくりにということで進んでおられるとい

うことで、形だけのものではないということで

理解してるんですけど、よろしいですかね。は

い。本当にその気でやられておられるというこ

とでですね。 

 それと、今回の講師さんを呼んでですね講演

会をされるのは、何回の予定なんですか。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） 本事業は、大きく３本柱で

実施させていただきたいと思っておりまして、

まず、市民皆さんのですね、意識の醸成という

ことで、フォーラムを、２月ぐらいをめどに開

催を考えておりますけれども、このフォーラム

を開催した際に講師を中央のほうからでもです

ね、お呼びしたいと思っております。 

 それと、個別の学校への地産地消の導入モデ

ルということで、ちょっと趣向を変えたものを

ですね、２校ほど指定させていただいて、実施

予定としております。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございま

す。何遍も済いません。ちなみに、講師となら

れる方は、県外、県内、どちらから呼ばれるん

ですかね。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） 講師につきましてはです

ね、波及効果のある講師ということで、今、選

定中でございまして、遠くは東京あたりまで呼

べるような形での予算計上をしておりまして、

中身のほうはこれからいろいろな御意見をお聞

きして、決めさせていただきたいと思っており

ます。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございま
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す。 

 自分のあれで申しわけないんですけど、講師

謝礼が２４万円ということで、基本的に大体こ

ういう方を呼ぶ場合には、それが普通の料金設

定なんですかね。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） この２４万って申しますの

は、主体になられる講師の先生の謝金と、それ

と、パネラーというのを数名ですね、お呼びさ

せていただいて実施予定なんですけども、通

常、八代市が大学教授をお呼びするような場合

の単価をですね、時間数を掛けて設定をさして

いただいております。 

 時間当たり１万円掛け時間数ということで設

定をさせていただいておりますので、あんまり

潤沢にはあるような形ではありませんので、そ

の辺理解いただける講師をお呼びしたいと思っ

ております。 

○委員（橋本隆一君） 何遍も済いません。そ

れから、会場使用料１３万５０００円、大体何

回ぐらいの予定で、どういったところをお借り

になる予定なんですかね。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） 当初想定いたしましたの

は、ハーモニーホールとかのホールと多目的ホ

ールみたいなところをですね、お借りするよう

な形で想定しておりましたが、なかなか会場

が、希望日があいてないのもありまして、場合

によりましては厚生会館とか、そういったとこ

ろも日程と照らし合わせながら設定さしていた

だきたいと思いますので、市の公共施設の料金

を算定根拠としてさせていただいております。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございま

す。済いません、何度も。 

 １３万５０００円というのは、大体市のこう

いう公共的なのを使っても大体妥当な金額にな

ってるんですかね。ちょっと高い印象があった

もんですから、自分たちが借るときとですね。 

○農林水産政策課副主幹兼農事研修センター所

長（柿本光明君） ハーモニーホールを算定根

拠にしておりますけれども、ホール全館と多目

的広場とかを午後から夕方にかけましてお借り

する場合の金額、その辺が金額になってこよう

かと思っております。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。済い

ません、何遍もありがとうございました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） 低コストハウスのこと

でちょっとお尋ねします。 

 資料いただいておりますけど、平成２４年か

ら２９年まで約３６０棟、ことし２９年が７３

棟で、これ新規は何棟あるんですかね。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 農業振興課、豊田です。よろしくお願い

します。 

 お配りした資料の分を見ていただきますと、

平成２９年度の小計のところですね。こちらの

縦の二重線の隣、規模拡大戸数ということで、

５５戸の農家さんで５４棟が規模拡大の棟数に

なります。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） トマトでもミニトマト

と普通の桃太郎、どっちがどのくらい。ミニト

マト。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） エコファーム立石様がミニトマトで、残

りは全てが丸トマトでございます。 

○委員（矢本善彦君） たしか平成８年からだ

ったかな、ハウスリースが始まったと思うんで

すけど、当時聞いたとき、もう８００棟ばっか

い建っとるばいと言うて、だんだんもうふえ

て、私が一番懸念するのは、イグサがね、当時

６０００軒あったとが、もう三百何軒しかいな

いと。そのようなことにならないように、ひと

つやっぱ行政も見きわめて、産地間競争に勝つ
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ためにはですね、やっぱいろんな、東陽町に行

ったらショウガとかね、そういう方面にも、や

っぱそういう努力をしていただきたいと思いま

す。 

 特に、平成３０年から米も減反廃止になりま

すから、そういうことも考えながらですね、ま

たやっていきたいと思います。意見です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） 農業振興費、今、担当

の、今、豊ちゃんだったかな。視点の中で、

今、農家からずっと私も、聞き取りというとい

かんですけども、今回の低コストで大体２０町

ぐらいふえるだろうと。もう、いうことは１６

町ぐらいふえとるんですけども、面積的にも

五、六年ぐらいで４２町ぐらいふえとると。そ

れでも、トマトの価格というのは、そんなに大

暴落をしてないという現状なんですよね。 

 それは、いかにやっぱりその生産者が努力

し、行政がそれに手助けをしながらですね、や

はり低コストの中でいいものをつくって販促。

やはり産地にいいものを送って、そして、その

価格がやっぱよそにない、産地間に勝つような

価格でということで、いろんな出荷団体なりＪ

Ａなり団体というのは、はっきり言ってから決

算見れば黒字決算を出しとると。個々の農家に

ついてもやっぱし黒字決算を出しとるところ

と、出してないところがあるということも頭に

入れとったらいいと思うんですよね。 

 それをずっと今、私も調査はしてるんですけ

ども、やっぱし増設をする中で、今までの既存

のハウスの耐用年数、いいですか、耐用年数と

いうのを少しは調査してもらいたいなというの

があります。調査してられると思うんですけれ

ども、その耐用年数が大体一、二年ということ

になりますと、やっぱり新規でまた設備投資を

せないけない。そのときにこの低コストがはま

らなかったとき、自己負担という中でハウスを

建てないかんという状況の中で、今、皆さん方

に思い出していただければ、９割の補助という

ことで、そのトマト生産農家でいろいろと格闘

した時期がありましたですよね。そういう中

で、低コストの予算要求も、予算というか、大

体予算要求の中でありますけども、県がそうい

う中で、流れというのは、じゃあ、耐用年数が

もう２０年ですから、２０年に近くくる農家の

方々についてはですね、調査をしながら、建て

ますか、それともやめますかというような調査

ぐらいはですね、やっぱり行政の窓口はしとる

べきだと思うんですよ。 

 生産者が言われたから、その低コストで施設

整備をするということじゃなくしてですいね、

なかなかでけない人もおられるんですよね。そ

れにいかに行政が手助けしてやるかと。２分の

１ですから、その２分の１を、もしその設備、

予算の確保ができなかったときというのは、や

はりおのずとトマト農家は去っていかなきゃい

けないというのが、今、矢本委員も言われたよ

うな、あの黄金のイグサの時代をちょっと見て

いただければ。 

 今、ちょうどトマトが黄金の時代なんです

よ。私の娘のところも１町８反ぐらいつくって

いるんですけど、億の以上を上げておるんです

けども、それも低コストの大きなハウスでです

ね、これは村川委員もよく御存じのように、そ

ういうところもあるんですけども、やはり単棟

でまだまだ施設を大事にしていかれておるとこ

ろについては、単棟の収益というのが低いんで

すよ、どうしてもですね。これ、低コストとし

た場合のは、やっぱ高いですよね。そういう中

で事業の推進をしていただく。 

 ２分の１ですから、ぜひともですね、この低

コストというこの事業というのは、本当に八代

市にとってはですね、私はもう極力推進をし

て、予算の獲得をするというふうな、健全農家

というのが一番大事ですけどもですね、そうい
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う流れで、私は窓口としての責務を全うしてほ

しいなと。それには、ある程度の調査はしてほ

しいと思うんですね。 

 農家の方々、言ってこられたときは、誰々の

（聴取不能）って、県の事業ですからというこ

とで、うちの窓口なんかでも素通りしていく方

々もおられますし、団体については、ほとんど

素通りをしていく方々がほとんどおられる。と

ころが、あけてみてから５年、１０年したとこ

ろが倒産してどこにもおらんだったと。夜逃げ

されたという、そういう例もありますですね。

なかなか経営も難しいところもあります。低コ

ストでしてですね。 

 そういうような考え方の中で、今回の補正の

中では１５億という、２分の１ですから３０

億、どうしても増設という形のほうが多いんで

すけども、私は本当に生産意欲を持ってです

ね、このような事業に取り組んでおられるとい

うのは、私は外国人の雇用が一番、これはです

ね、貢献してるんですよ。この増設をするのは

ですね。ですから、外国人の雇用についてもで

すね、やはり日本語の研修を国際課で研修をさ

せるとか、そしてまた日常の八代弁、八代の文

化、歴史というのをですね、どんどんどんどん

やっぱしこの外国人雇用についてはですね、研

究、研修をさせて、そしてまた、ほしいなと。 

 これだけのやっぱ増設となりますとですね、

どうしても国内の雇用というのは難しい。外国

人の雇用というのをですね、これがどんどんど

んどん進んできております。そういう中で、八

代の文化なり、日本の文化というのを指導する

ような期間も、農業、こういう、その担当のと

ころでもですね、考えて、そしてまた、国際課

と一緒になって進めてほしいなというふうに思

いますので、これはもう要望なんですけども、

これだけの事業をですね、低コストの事業を活

用して、産地間競争に打ち勝つように、一生懸

命努力をしてほしいと思います。 

 今回の補正について、本当に担当部は苦労し

たと思うんですけどもですね、感謝をしたいと

思います。 

○委員長（大倉裕一君） 答弁、求めなくてい

いですか。 

○委員（山本幸廣君） 答弁、いただければ答

弁。まあ、要望と言ったんですけども。 

○農林水産部長（黒木信夫君） ただいま、貴

重な御意見、山本委員さんのほうからいただい

たんですが、私たちも農家の皆さんといろんな

話をする中で、この低コスト耐候性ハウスに関

しては、かなりまだまだ要望もあります。十

分、今後、話し合いを進めながら、御要望に応

えていきたいなと思ってます。 

○委員（山本幸廣君） 関連で、今、言われた

ように、私もちょっとそういう発言をしたんで

すけれども、この予算というのは、今の前向き

な中で、県の施策、国の施策の中でも、めどと

いうのは、５年、１０年というのは続くよう

な、そういう情報は聞かれておりますか。関

連、はっきり言って、あと１０年ぐらいは大丈

夫だろうというふうなことの情報は聞かれてお

りますか。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） あと何年続くかというようなことは全く

聞いてはおりませんが、生産総合対策事業、強

い農業づくり交付金、これは農林水産省の大き

な目玉事業でもございますので、これは、事業

名は変わりましても、何らかの形で施設整備と

いうような助成は行われるものと思っておりま

す。で、それに基づきまして、我々も農家さん

の設備投資を支援していこうと考えておるとこ

ろでございます。 

○委員（山本幸廣君） そこで、課長にお願い

したい。私たちもやっぱ行政とともに議会もで

すね、そういう情報というのを早くキャッチせ

ないけないんですけども、国の事業の中で強い

農業交付金、これについてもですね、今、一強
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の中で、ああいう状況の中で、農林関係、農水

省あたり、もう予算がどんどんどんどん減って

きてるのは事実なんですよね。で、そこらあた

りには、やっぱＴＰＰの問題もあるんもんです

から、よろしかれば、この事業だけはですね、

うちはもう、今、八代市はトマトをですね、こ

のトマトの日本一の産地をなくしたならば、本

当ですね惨めなまちになりますよ。だからこ

そ、強くこういう要望をしてですね、なるたけ

なら情報を早くキャッチして、そして、いち早

く、今、黒木部長が言われたように、予算の獲

得を早く申請させ、早く予算を確保する。これ

は、熊本県、もう日本全国ですから、やっぱし

予算は九州にどれだけ配分される、熊本にどれ

だけ配分されるかというのは。そういうのをで

すね、しっかりと県と国の情報をですね、キャ

ッチしながら、計画的に進めてほしいなと。予

算獲得もですね、お願いしたいと思います。 

 要望ですから、答え要りません。 

○委員長（大倉裕一君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（村川清則君） 関連して。トマト農家

の１人として、大変ありがたい事業ではあるん

ですけれども、昨年のですね、昨年の正月から

６月２０日までの価格というのは、非常によか

ったんです。で、植えかえて、１２月までです

よね、１０月の中下旬から１２月までというの

も価格がよかった。昨年、１６町ほどふえてま

すよね。で、非常に心配したんですけれども、

結果的に価格が、単価がよかったということで

安心したんですけれども、過去に例がないほど

上がってるようです、各組合とも。何でかっつ

ったら、不作だったんですよ、昨年の１２月ま

では。 

 で、ことし、年明けてから安値が続いてま

す。だから、去年高かった分だけ、トマトの収

益が上がった分だけ税金が高いもんだから、こ

とし税金払うのにちょっと四苦八苦しとるとい

うような農家も非常に多いです。 

 何かこう、で、ことしもまた１６町ほどふえ

るということで、本当に価格がどうなるのか心

配しております。暴落したらですね、一番困る

のは、大きくやっておられる農家ほど困るんで

す。このままふえるとは考えてもいませんけれ

ども、どこかで歯どめかけんといかんのじゃな

いかというような気もしております。その辺、

どう考えておられますか。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 施設整備の要望というのは、やはり継続

的に農家さん、やはり精いっぱいトマトに頑張

りたいという農家さんいらっしゃいます。それ

は、やはり我々も支援していかなければならな

いと思います。 

 一方で、でき過ぎて価格の暴落を危惧する声

も一部にはございますが、今、日本人の食生活

も大分変わってきまして、トマトの消費が右肩

上がりで伸びているところもございます。そう

いったところでの価格の、ちょっと品薄になっ

たときに価格が高騰してしまうという不安定さ

もございます。 

 で、その価格が暴落しないようにというの

は、やはりそれぞれの出荷団体さんがよりよい

品種、売れる品種の作付を行われるという努力

は、たゆまない努力をされております。そこも

我々は支援していきたい。そこで、産地間競争

として生き残れる八代のトマト産地を築いてい

かなければならないと思っています。 

 ですから、価格の暴落を招かないように、そ

れと、ちょうど端境期になりますですよね。４

月から６月の間、東海産地と競合いたします。

ここで価格の暴落がならないように、やはり６

月２０日までは安定していいトマトがつくれる

ような、出荷できるような体制を整備すること

が大事かなと。端境期の価格暴落をより防ぐと

いうことは大事かなと思っております。 

 以上でございます。 
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○委員（村川清則君） 端境期で思い出したん

ですけれども、昨年の単価、秋ごろの単価がよ

かったというのは、北海道に台風が２回ほど行

って、東北あたりもやられてしまって、北海道

とか東北あたりの産地がやられたんですよね、

夏秋産地が。だから、そのリレーといいます

か、それが非常にうまくいったという、そうい

うこともあって、高値だったというのを思い出

しました。 

 とにかく、最初言いましたように、大変あり

がたい。ハウスというのも、どうしてもさびる

もんですから、いつかはだめになりますし、そ

ういう建てかえあたりの農家も随分いらっしゃ

ると思いますので、こういう事業自体は進めて

いってほしいとは思いますけれども、何か非常

にこんだけ面積が多くなりますと、怖いような

気がするわけであります。 

 続けていいですか。 

○委員長（大倉裕一君） どうぞ。 

○委員（村川清則君） 次に、災害復旧のあれ

で、１１０戸の申請の農家があったということ

で、沈下部の客土とか５３カ所とか、あるいは

農地均平１２９カ所とかありますけれども、こ

の沈下部の客土あたりは、これ、未着工に限る

んでしょうか。 

○農地整備課長（小原聖児君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農地整備課長の小原でございます。 

 今、委員さんの御質問でありますが、未着工

でありますけれども、一応、自力復旧された分

については、領収書とか云々を準備していただ

ければ対象となるようにしております。 

 以上でございます。 

○委員（村川清則君） 田んぼというのは、昨

年の４月に発災して、田んぼというのは、もう

１年ぐらい何にも植えなくても、そんなにはな

いんですけども、２年荒らしたら、もうもとど

おりに復旧するのに数年以上かかるんです、草

がしようがなくて。だから、もう去年のうちか

ら自分で客土したりしておられる農家もあるも

んですから、ちょっとお尋ねして、ちょっと安

心しました。 

 で、農地均平、これ、レーザーレベラーです

よね。これ、１２９カ所ということですけれど

も、レベラー自体何台確保をしておられるの

か。何台が準備できるのか。 

○農地整備課長（小原聖児君） 今の御質問で

すが、ＪＡさんが１台、あとは業者さんのほう

で１台ということで、計、今、２台でございま

す。 

○委員（村川清則君） ２台で、これ、何年か

かる予定ですか。１年では無理でしょう。 

○農地整備課長（小原聖児君） 今現在のです

ね、要望件数が全部で、先ほど委員さんからあ

りましたように、１２９件が農地均平というこ

となんですが、そのうちの内訳としまして、レ

ベラーのほうが１１６件ということになってお

ります。 

 その中で、６月の１４日現在で、２５件につ

いてはもう施工済みということになっておりま

す。で、あと残りをどういった日程で組んでい

くのかというところの調整次第かと思います。 

 以上でお答えとしてよろしいでしょうか。 

○委員（村川清則君） 均平に、トラクターで

何回も何回も打ったほうが何かなれるんでしょ

う、あれ。で、遊ばせるとかにはいかんという

ことですので、何年かかるのかなとちょっと心

配しておりますけれども。 

 もちろん、オペレーターつきというか、オペ

レーターも含めてということですので、２台。

ぜひ、農家は、先ほども言いましたように、１

回荒らしたら数年以上かかりますんで、ぜひ早

目に工事が進みますようにお願いしておきま

す。 

○委員（山本幸廣君） 日曜日に、課長、私は

益城の現地視察に、（聴取不能）と一緒に、会
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長と一緒に行ってきたんですけどね、今ちょう

ど田植えの最盛期でですね、その前に、今、村

川委員が言われたように、レベルで物すごく何

回も整地されて、ちょうど水田を水を張ってお

りましたもんで、田植えはする、水田、水は張

ってる、そしてまた新しくする、今から（聴取

不能）してレベルでなでるよという。 

 だけど、あのようなですね、震災地でです

ね、本当きれいに、今ですね、田植えが進んで

おります。まず１回ぐらい見にいったらよか。

あんなん、もう土手から全部やられとった、道

路もやられとった、田んぼもやられとったんで

すけども、その復旧に私は日曜日、感心してき

ました。それだけ機械をどんどんどんどん導入

してですね。あれは県が何か早く対策したんか

な。わからんですけども、担当部の職員が、ち

ょうど日曜だったからですね、聞かなかったん

ですけど、機械がいっぱい入って、物すごい整

地して、水田はもう今３分の１が青々してです

ね。今、田植えの時期で、田植え機でぼんぼん

やってたんですけども、そういう中で、今、村

川委員も心配されとる状況というのは、我々も

担当委員会で現地を視察に行ったときにです

ね、ああいう一つの状況にあったですので、心

配というのは、ほとんどやっぱり田植えは、あ

の地域というのは、昭和からあの地域というの

は済んでおるんでしょう。沖田審議員、どやん

かい。一緒にちのっていったろうがい。 

○農林水産部政策調整審議員（沖田良三君） 

御指名でございますので、よろしくお願いいた

します。 

 まず、益城のほうの後の災害復旧に関しまし

ては、災害復旧自体が国の補助事業４０万円以

上の被災を受けた農地については補助の対象と

なっておりますので、益城あたりはかなり大規

模な被災を受けておりますので、補助事業等の

活用をされて復旧されたところも多いかと思い

ます。 

 それと、八代市の場合でございますけれど

も、やはり農家の方が被災直後から自力復旧に

かなり取り組んでおられますので、田植え自体

はですね、ことしは特にまた何事もなく順調に

今は進んどるものと思います。 

 ただ、農地自体はまだ均平がとれていないと

ころ、水を張ったときに高いところ、低いとこ

ろ、まだあるようでございますので、今後、こ

のような事業を活用していただければと思いま

す。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 審議員が一番現場に行

ってですね、見ておられたから、私も安心した

んですけども、やっぱどうしてもその水田は高

低差が一番大事だけんな。やっぱり均平が一番

大事だもんだけんですね。だけど、災害復旧に

ついても、進むところと進んでないところとい

うのが、まだたくさん県下管内一円見ればある

じゃないですか。後から後から出てきてです

ね、これについても、災害事業についてもやっ

ぱし後から後から出てくるもんだから、なかな

か手つかずもあるしですね。だけど、やっぱこ

れを活用していかなければ、なかなか自力とい

うのは難しいということですので、担当部とし

ては大変御苦労ですけども、最後まで、収穫ま

で見届けながらですよ、この事業は本当よかっ

た、ためになったというふうなですね、事業を

活用していただいて。予算計上されましたの

は、私は賛成ですけども、ぜひとも担当部とし

てはきついですねこともあるかと思いますけど

も、頑張ってください。要望ですから。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

○委員（笹本サエ子君） 何ページかな。１４

ページですね。経営体育成事業支援のところ

で、ちょっと聞きそびれたんじゃないかと。聞

き損なったんじゃないかと思いますけれど、一

応、条件不利益地域型補助事業ということで、
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これ、私、ちょっとね、関心持っているわけで

すけれども、坂本地区１経営体、そして、１２

５０万というふうに表示されています。 

 ここで、例えば規模零細な地域に意欲ある経

営体ということで、どういう経営体、どういう

ことをされようとしているのか。そして、機械

はどういう機械なのか、教えていただけます

か。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 農林水産

政策課、小堀でございます。 

 御質問の経営体育成支援事業の中の今回採択

されました条件不利益地域型の分ですね、坂本

の鶴喰地区におきます農事組合法人鶴喰なの花

村が取り組まれるものでございまして、まず事

業の中身のほうを先に申し上げますと、米の乾

燥調整施設一式ということで、具体的には遠赤

外線乾燥機ですとか、米の選別機ですとか、自

動計量機など、小規模なライスセンターをイメ

ージしていただければ結構かと思います。これ

が補助金ベースで１２５０万円というようなこ

とでございます。 

 この地区でございますけれども、当然、高齢

化、過疎化といったところで、担い手不足に悩

んでおられる地域でございまして、ここの地域

の農業を集落営農組織によって経営していこう

というふうなことで法人を立ち上げられたわけ

でございます。そこで、今回の事業に取り組ま

れるということでございます。で、３２戸の農

家で構成されておりますが、米作を中心といた

しました経営を行うというようなことでです

ね、山村活性化事業なんかも使われまして、米

のブランド化にも取り組んでおられるところで

ございます。また、あわせまして、アスパラガ

スなどの新たな作物への取り組みなども行って

いくというようなことにしておられるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（笹本サエ子君） ありがとうございま

す。非常に合併で山間地域、八代市となってお

りますので、だんだん高齢化も進み、人口も少

なくなり、過疎化が進んでいく。もう限界地域

だと言われる状況が進んでいく中で、私はこの

事業は大変ね、いい事業じゃないかと思ってい

ます。ぜひ成功していくように。そして、この

事業がほかにも同じようなね、状況にあるとこ

ろを元気づけていけばいいなというふうに思っ

てますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４８号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２８年度八代市一般会計補正予

算・第１１号（関係分）） 

○委員長（大倉裕一君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第４８号・平成２８年度八代市一般会計

補正予算・第１１号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。 

○農林水産部長（黒木信夫君） ただいま議案

となっております平成２８年度八代市一般会計

補正予算・第１１号中、当委員会に付託されま
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した農林水産部関係分につきまして、農林水産

部橋永次長より説明をいたさせます。よろしく

お願いいたします。 

○農林水産部次長（橋永高徳君） 引き続き、

専決処分について御説明申し上げます。座って

説明させていただきます。 

 それでは、議案４８号・専決処分の報告その

承認についてということで、平成２８年度八代

市一般会計補正予算・第１１号中、農林水産部

関係について御説明申し上げます。 

 議案書の３３ページをお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で、補

正額１１７万３０００円を減額し、補正後の金

額を１億１７５４万５０００円といたしまし

た。 

 説明欄の熊本地震被災農地復旧補助金事業に

つきましては、平成２８年度１２月で補正し予

算化し、３月補正で全額繰越明許費の設定を行

ったところですが、その後、県の平成２８年熊

本地震復興基金交付金の活用メニューとして類

似の事業、農家の自力復旧支援事業が示された

ため、本事業については減額し、２９年度補正

予算に組み替えることとしたものです。 

 以上で、平成２８年度一般会計補正予算・第

１１号中、農林水産部関係の専決処分の説明を

終わります。御審議のほど、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第４８号・平成２８年度八代市一般会計

補正予算・第１１号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認について、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

 執行部入れかわりのため小会いたします。 

（午前１０時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５９分 本会） 

◎議案第５４号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正について 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第５４号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○水道局長（宮本誠司君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水道局の宮本

でございます。よろしくお願いいたします。着

座にて説明させていただきます。 

 議案書の６１ページをお願いいたします。議

案第５４号・八代市簡易水道事業給水条例の一

部改正について御説明いたします。お手元の資

料をお願いいたします。 

 今回の条例改正の理由でございますが、泉町

の野添簡易水道の区域拡張に伴いまして、水道

事業経営認可の変更が必要となり、区域の変更

が生じたことによるものです。 

 野添簡易水道の給水区域でございます泉町栗

木地区の野添、杉の谷に新たに日当地区を加

え、給水区域の変更を行うものでございます。 

 なお、施行期日は、平成２９年８月１日から

の施行とするものです。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく
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お願いします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

 私が質問したいので。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、暫時

委員長の職務を行いますので、よろしくお願い

いたします。 

○委員（大倉裕一君） 今、給水区域が変更に

なるということで御説明をいただきました。こ

の給水区域が変更になるということから、この

会計ですね、こちらのほうへの影響というのは

どういったものが考えられるんでしょうか。何

もないものなのかどうか、そのあたりも含めて

お尋ねしたいと思います。 

○水道局長（宮本誠司君） こちらの日当地区

のほうが給水戸数が１５戸、給水人口が３７

人、計画１日最大給水量が１日１０立方メート

ルの予定でございます。 

 もともと区域拡張する前の野添簡易水道が、

計画の給水人口は２２０人でございました。で

すが、実数は、給水戸数が３０戸、給水人口が

７６人、計画の１日最大給水量は１日３３立方

メートルでございます。で、この区域を含めま

すと、１日の最大給水量が４３立方メートルに

なります。 

 しかし、こちらの総工事費が総額３６７６万

８０００円ほどかかっております。これは、全

て簡易水道債、企業債を起こしてやっておりま

すもんですから、建設改良費の２分の１が地方

交付税で手当されますけれども、そちらの企業

債の償還にかかります元金、それから利子につ

いては、当該地区及びほかの簡易水道特別会計

のほうで負担していかなければいけません。 

 料金収入の見込みでございますが、こちらの

日当地区を加えますことで、年間約４４万円料

金収入がふえます。ただし、建設費に係ります

ところの資本費については、やはりちょっと賄

い切れてない状況でございまして、一般会計か

らの繰り入れをもとに、事業計画を立てたとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 収入と設備投資という

部分で、非常に厳しい部分が、今、御説明の中

でわかったわけですけども、しかしながら、水

というのは、私たちの生命を守っていく上でも

必要なものでありますので、やはり供給という

部分はしていく必要はあるのかなというふうに

思っております。 

 料金、それから今後の会計との将来を見据え

たところをですね、しっかり局のほうでも検討

していただいて、取り組みを進めていただけれ

ばと要望して終わりたいと思います。 

○委員（山本幸廣君） 関連ですけども、簡易

水道と上水道と下水道という形の中で、私たち

が理解を苦しむのが、簡易水道、上水道という

のは、本当にこれ、市民の生命と財産、特に命

を守るという、水がなければなかなかできない

んですけれども、水もその下水道の下になった

ときには、また感覚的に違うんですよね、捉え

方というのが。まずは、やはり簡易水道なり水

道という水道事業の中でですね、やはり飲む

水、飲料水ですけどもですね、これはやっぱし

安全で安心で供給をするというのが、私たち、

行政、議会も一緒なんですけども、それを下水

道には、下水道事業にはもう一般会計からどん

どんどんどん繰り入れて、それと、今、この簡

易水道等について問題があったときには、いろ

いろと意見、議論というのをしないけないとい

う状況で、私も泉の何の谷かな、あそこの─

─。（｢朴木ですね」と呼ぶ者あり）ああ、朴

木。杉本さんとこ、今度できるんでしょう、あ

れは、あそこは。（水道局長宮本誠司君「もう

完了いたしました」と呼ぶ）２軒であろうが５

軒であろうがですね、やっぱあのような、やっ

ぱ行政としてのやっぱし水道の提供というの

は、私は今、委員長が言われたようにですね、
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それを把握しながら一生懸命努力していただく

と。それについては、一般会計から繰り入れて

もですよ、私はそれはもう了としなきゃいけな

いと、私は思っております。これは積極的に取

り組んでいただきたい。 

 この前も一般質問で二見地区かな、日奈久

か。も出たんですけど、やはりそれについても

調査的にですね、しっかりした専門的な調査を

しながらですね、供給してやるという。それに

ついては、やっぱ設備投資は、これはするべき

だと思うんですよね。 

 で、下水道事業になりますとですね、これは

全然、見てください。区域が全然、田んぼの真

ん中をずっと下水道事業やってるんですよ。こ

れはどうしてもですね、そういう一つのやっぱ

合併当時、あのようなやっぱ下水道の整備とい

うのを計画をなされて、これはですね、物すご

くおんぶですよ。おんぶにだっこしたら、大変

なことになる、下水道というのは。これはまた

老朽化していったら、またもとから買いかえな

いかんし、そういうことを考えれば、ほんとに

上水道で困ってる方々というのは、私は積極的

にですね、整備をしてほしいと思います。 

 今回についても、どうしても採算ベース合わ

ないわけですからですね、今、局長が言われる

ように、正々堂々とこれについては処理をし

て、特会の中で処理をすると。それは、一般会

計から繰り入れるというのは、正々堂々とそれ

はですね、対応していただきたいと思います。

いかがですか。 

○副委員長（笹本サエ子君） 済みません、失

礼しました。委員長の職務を委員長に交代させ

ていただきます。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員御指摘と申し

ますか、御意見、重々承ったとこでございま

す。 

 馬越地区につきましては、本会議の中でも、

その水道施設補助金という、民営の水道施設に

対する補助金がございますもんですから、泉町

の朴木地区も同様の手法で、飲料水の確保に努

めたところでございます。 

 この日当地区についても、野添地区と隣接し

ておりまして、こちらの区域拡張ということで

判断したものですから、こちらの地区について

は、簡易水道の区域拡張ということで、改良を

行ったところです。 

 今後も、その地区、飲料水に困っている地区

の状況、要するに給水人口ですとか、地理的条

件等を勘案いたしまして、水道施設補助金でい

くのか、あるいは簡易水道でいくのか、あるい

は上水道を延伸するのか、そういうところを財

政当局とも協議いたしまして、飲料水の不適の

地区については、水道のほう、安全、安心な水

の供給に努めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

 局長、１つはこの馬越の問題もあったんです

けども、今、新開町に行けば、自噴を、どんど

ん自噴してますよね。（｢日奈久新開」と呼ぶ

者あり）日奈久新開。自噴をもうとにかく１メ

ーターぐらいばっと自噴してやるんですよ。飲

んでみれば、塩水じゃなかっですもんね。飲ま

るっとですたいね。 

 だけんでから、もう本当ですね、自噴しよる

けんですね、なぜかって、やっぱイグサをつく

らんもんだけんですね、自噴してくるんです

ね。それがまた、水位が高くなるんかな。１メ

ートルぐらい自噴しとるんですよ。だけん、あ

やしこ自噴するけんでから、海に、簡易水道掘

って提供でけんかなと、この間ちょっと考えた

ことあるんですけど、まあ、これは冗談ですけ

どもですね、新開地区行ったら、もうびっくり

する、１メーターどわーっと１００メーターぐ

らい自噴しとって、１メーターぐらいです。そ

ういう場所もあるんですよね。 
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 意見とか要望とかやなくてから、そういう場

所もあるということだけは知っとってくださ

い。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） 今、局長が言いなった

件で、この泉地区ですね、坂本とよそもずっと

あるんですかね、こんなせないかんとこ。 

○水道局長（宮本誠司君） 泉地区につきまし

ては、１１カ所の簡易水道施設がございます。

うち６カ所が上水施設、ろ過して水をきれいに

して、残りの７カ所については、ろ過してな

い、ただ消毒液だけ入れて飲んでおられる地区

で、料金の格差はもちろんございますんです

が、そういう状況でございます。 

 坂本地区につきましては、２４カ所簡易水道

の認可と、３カ所の飲料水供給施設がございま

す。これは公営でございます。八代市の特別会

計でやってる部分でございまして、ほかにも地

元水道がございまして、高齢化ですとか、施設

の老朽化に伴いまして、市のほうで引き取って

ほしいというような要望も上がっております。 

 以上です。（委員矢本善彦君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第５４号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 入れかわりのため、小会します。 

（午前１１時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１２分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会に付託となっている請願・陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書について、写しをお手元に配付しておりま

すので、御一読いただきたいと思います。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１４分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（大倉裕一君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して１件、執行部から発言の申し

出があっておりますので、これを許したいと思

いますが、その前に、現在、神戸のほうでヒア

リのですね、ニュースが流れておりますので、

神戸のほうからフィーダーということで、八代
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港にもコンテナが入っている関係がございま

す。その関連に、調査の状況も含めてですね、

国際港湾振興課の課長のほうから、現状につい

て御説明をしていただくように求めております

ので、少しお時間を頂戴したいと思います。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）国際港湾振興課、緒方でご

ざいます。 

 今、委員長のほうからありましたヒアリにつ

きまして、若干、今、わかってる現状だけとい

うことで、御報告をさせていただきます。 

 まず、最近ニュースになっております神戸の

コンテナヤードで見つかりましたヒアリです

ね。強い毒性を持つ南米原産のアリということ

でございまして、これ、環境省のですね、報道

発表資料、６月１３日が出てます。ちょっとそ

れを読み上げさせていただきます。抜粋して読

み上げさせていただきます。 

 ヒアリということでですね、国内初の確認と

いうことでございます。平成２９年５月２６日

に兵庫県尼崎市におきまして発見されたアリ、

これが６月９日に特定外来生物であるヒアリと

いうことで確認されたというところでございま

す。 

 このことから、コンテナ内を燻蒸消毒すると

ともに、現在確認地点において捕獲トラップ等

の設置をし、ヒアリの進入がないか、緊急調査

を行っているというところでございます。 

 先ほど委員長からありましたとおり、国内内

航フィーダー、神戸から不定期ではありますけ

ども、八代港にコンテナが入ってきておりま

す。直近でいきますと、６月の１７日に８本、

空のコンテナですけど、入っております。その

前が、６月１０日、これも５本ほど空のコンテ

ナということで、基本的に神戸から入ってきて

いる分は、今、輸出がメーンというところにな

っておりますので、荷を積んでまた持っていく

というところのほうが多い状況ではございま

す。 

 そういう中で、これ、昨日になりますけど

も、国土交通省港湾局のほうから事務連絡とい

うところで、全国の港湾管理者、八代港でいき

ますと熊本県になりますけども、港湾管理者の

ほうに緊急点検を行ってくださいという旨の文

書が出てるというところでございます。 

 私もきょう、朝、それを確認してまいりまし

た。それでいきますと、確認作業を６月２２日

までに状況の回答をお願いしますというところ

になっておりまして、発見した場合には国土交

通省へ報告するとか、あわせて環境省に報告す

るとかという旨のことの要請が、今のところ来

ているという状況でございます。 

 以上、御報告いたします。 

○委員長（大倉裕一君） 現状としては、異常

がないということでよろしいんですね。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 現状とい

たしまして、今からですね、きのうの文書、事

務連絡をいただいて、県のほうが調査をやると

いうふうになるかと思います。 

○委員長（大倉裕一君） ありがとうございま

す。状況が変化したような事態が発生したとき

には、また御報告をタイムリーにお願いをした

いというふうに思っています。（国際港湾振興

課長緒方浩君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 県が今から調査をする

ということなんですけども、早急に課長たい。

あれだけマスコミが報道しとるんだからな、早

急に県にはこちらかも要望せないかん。な。市

からも。向こうからじゃなくしてから、こっち

から要望せないかん。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 済みませ

ん。本日ですね、八代市のほうから県のほうに

ちょっとアプローチをかけまして、こういう情

報が入ってないかという情報は仕入れたところ

でございますので、今後も八代市のほうから積
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極的にその辺の働きかけはしていきたいなとい

うふうに思っております。 

○委員長（大倉裕一君） よろしくお願いして

おきます。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（地

方創生交付金事業について） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、所管事務

調査を継続いたします。 

 地方創生交付金事業について、執行部からお

願いいたします。 

○経済文化交流部長（辻本士誠君） 経済文化

交流部でございます。所管事務調査といたしま

して、地方創生交付金事業について御説明、御

報告をいたします。座らせていただきます。 

 国の地方創生加速化交付金制度要綱第３及び

地方創生推進交付金制度要綱第１１の規定に基

づき、平成２９年３月２８日のやつしろ・まち

・ひと・しごと対策推進会議を経て、お手元の

資料にあります別添様式のとおり、外部委員の

皆様からの御意見等を取りまとめたところでご

ざいます。 

 さらに、議会からの検証も求められておりま

すことから、経済企業委員会の委員の皆様から

の御意見等を効果検証結果に記録し、今後の事

業展開に反映させてまいりたいと存じますの

で、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、お手元の資料の表紙をごらんくだ

さい。 

 対象事業につきましては、まず、地方創生加

速化交付金事業としまして、①一般社団法人Ｄ

ＭＯやつしろ設立による地域資源、伝統文化と

食の活用推進によるしごと創造事業。②くまも

と県南ローカルブランディングプロジェクト、

食と観光連携事業。 

 次に、地方創生推進交付金事業としまして、

③海外クルーズ船寄港を生かした観光・物産プ

ロジェクト。④八代圏域ツナガルインターンシ

ップ推進事業。以上、４事業でございます。 

 詳細につきましては、①から③までを岩崎観

光振興課長が、④を豊本商工政策課長に説明さ

せますので、よろしくお願いいたします。 

○観光振興課長（岩崎和也君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）観光振興課、岩崎です。どうぞよろしくお

願いします。着座にて説明させていただきま

す。 

 それでは、１点目の一般社団法人ＤＭＯやつ

しろ設立による地域資源（伝統文化と食）の活

用推進によるしごと創造事業について説明させ

ていただきます。 

 本事業の目的は、昨年４月に設立しましたＤ

ＭＯやつしろ、これを設立したばかりで、これ

を確立させ、そこを核としてですね、観光振興

を進め、関連産業の活性化を進めるとともに、

雇用の拡大、それから農林水産物の消費拡大、

そういったものを目的とするものでございま

す。 

 背景としましては、御存じのとおり、大型ク

ルーズ船が急増しているということ、それか

ら、昨年末に八代妙見祭がユネスコ無形文化遺

産に登録されたというようなことで、チャンス

が訪れてるというようなところです。 

 しかしながら、クルーズ船は急増するもの

の、なかなか本市等に波及効果が見られないと

いう現状がございますので、その波及効果をも

たらすために、対応策のほうに書いております

けれども、今ある八代市の観光資源、あるいは

食資源をブラッシュアップ――磨き上げるとい

ったこと、磨き上げたものをツアー等を造成し

ていろいろ体験してもらう。それから、地域の

もてなしの向上、それから、推進母体であるＤ

ＭＯやつしろ、これを設立したものを機能強化

させていくというようなことを、対応策として

考えておりまして、当初の目標が観光客の入り

込み数、これが平成２６年で２３８万人だった
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ものを、平成２８年に２４５万人を目標として

おりましたけれども、実績としましては、昨年

発生いたしました熊本地震の影響で２２４万人

というようなことで、目標から２１万人少なか

ったというようなことでございます。 

 それから、農林水産物等の輸出額、平成２６

年１４００万円、こういったものを平成２８年

には２２００万円というようなことで想定して

おりますけれども、実績としましては１０００

万円というようなことになっております。この

理由としましては、平成２６年に臨時的な需要

があったというようなことで、それをそのまま

持続することができずに、１０００万というよ

うな数字になったということでございます。 

 下の段を見ていただきますと、事業内容とい

うようなことで、交付決定額が７９３４万５０

００円、実績額は同額というふうなことになっ

ております。 

 どのような事業をしたかというのを書いてお

りますけれども、事業内容のところで、ＤＭＯ

やつしろ設立支援事業、１８００万の事業でご

ざいましたけれど、これにつきましては、人材

を確保するというようなことで、大手の旅行会

社から事務局長を招聘し、事業を展開したとい

うようなことが主なものでございます。 

 それから、２番目のＤＭＯやつしろ機能強化

支援事業、事業費は１４９０万ということで、

旅行業の事業所登録、第３種になりますけれど

も、これを登録させていただいたところでござ

います。それから、今後、ＤＭＯの動きであり

ます、バイブルとなります戦略計画、こういっ

たものを策定したり、あるいはマーケティン

グ、地域の方々のアンケート調査、それから、

観光客の方々のアンケート調査、こういったも

のを実施させていただいております。観光ガイ

ド育成につきましては、３回ほど研修会を実施

させていただいております。それから、インバ

ウンド対策事業としたしまして、動画制作だと

か、新たな商品開発、それから、海外等での観

光展への出展等を行っております。 

 それから、その下になりますけれども、地域

資源のブラッシュアップ事業ということで、八

代妙見祭、ユネスコ登録になりまして、外国―

―台湾、ハワイ等へイベント派遣という形をと

らせていただいたりとか、素材の磨き上げとい

うようなことで、絵巻の複製あたりを実施して

いるところでございます。 

 それから、フードバレー流通推進事業という

ようなことで、６次産業化推進、それから、国

内流通、海外流通アドバイザーの委託等の事業

を展開し、地域資源のブラッシュアップ事業、

それから、フードバレー流通推進事業を合わせ

まして４６４４万５０００円の事業を展開した

ところでございます。 

 これらの事業を実施した結果、成果といたし

まして、別冊のほうで用意しておりますＡ４の

縦のものがあると思いますけれども、これの３

ページをごらんいただけますでしょうか。地方

創生加速化交付金及び地方創生推進交付金事業

に係る効果検証結果という資料が、この資料に

なります。ここの３ページになります。ござい

ますでしょうか。 

 こちらのほうに成果、それから外部委員さん

の御意見等と今後の方針等を書かせていただい

ております。大枠としましては、外部人材を活

用したことによって、非常に事業の推進が加速

化したというようなことを考えております。そ

れから、やっぱりどうしてもＤＭＯやつしろを

一般社団法人化したというようなことで、地域

のプラットホーム、いわゆる観光に関する窓口

を一本化して、そこを中心に事業展開ができた

というようなことが非常に、その基盤ができた

というようなことが、我々の成果だというふう

に考えております。 

 それから、妙見祭事業につきましては、非常

にやっぱりユネスコ登録を契機に、国内外に積
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極的に情報発信ができたというようなことで、

昨年度の祭りも１割程度集客が増加したという

ようなことが見込まれております。 

 それから、フードバレー推進事業につきまし

ては、６次産業化推進アドバイザー委託をした

ことで、新商品の開発等が６商品ができたりと

か、あるいはアドバイザーの御助力により、マ

ッチング成約額が１１００万程度上がったと

か、そういう成果が出ております。 

 今後、クルーズ船等が来ますけれども、なか

なか経済効果があらわれないというところがご

ざいますので、いろんなチャレンジをし、仕掛

けをしながら、市内への波及効果をもたらせる

仕掛けを考えていきたいというふうに思ってお

ります。 

 ４ページになりますけれども、４ページにつ

きましては、外部の方々からの御意見を頂戴し

ております。 

 旅行業を登録したことにより、自主運営の道

を確立してほしい。それから、フードバレー事

業の海外展開もイベント事業から推進的事業に

展開していくかが課題である。それから、八代

妙見祭がユネスコ無形文化遺産に登録され、こ

れまでの努力の成果だと評価できる。そのよう

な御意見をいただいております。 

 それから、よくなかった点、改善したらどう

かなという御意見もいただいております。これ

につきましては、農産物の輸出額が減少してい

る、今後もＪＡさんと協働で取り組むことが必

要だと考えると。あるいは、ＤＭＯやつしろの

存在、役割、事業展開について、広く地域住民

にまだ知られてないようであるので、十分周知

してほしいといった御意見をいただいておりま

す。 

 今後の方針としましては、先ほど申し上げた

とおりでございます。 

 以上がＤＭＯやつしろ設立による地域資源の

活用推進によるしごと創造事業でございます。 

 続きまして、くまもと県南ローカルブランデ

ィングプロジェクトについて説明させていただ

きます。Ａ３のカラー刷りのほうをごらんいた

だければと思います。 

 県南、八代市を初め１５市町村ございます。

なかなか、目的としましては、これまで県南１

５市町村、県内ではなかなか知名度がなかなか

薄かったりしているところがございます。そう

いった知名度が低いものを高くしていくという

ようなこと、それによって消費拡大、そういっ

たものを狙いとするものでございます。 

 背景としましては、県南１５市町村でフード

バレー構想等を進めているというようなこと、

それから、観光におきましても県南観光連携会

議というようなことで、１５市町村の連携意識

が非常に高まっているという背景がございま

す。しかしながら、先ほど申し上げましたよう

に、認知度が不足していたり、あるいは宿泊客

が減少していたりというようなこと、それか

ら、広域で連携するというような条件がなかな

か整っていないというようなところがございま

して、顧客の視点に立ったフードバレーの地域

産品の開発だとか、あるいは食と観光資源の整

理と誘客ターゲット商品あたりの造成、こうい

ったものを進めていくというようなことを念頭

に、実施してまいりました。 

 財源としましては、八代市で出しましたのは

６３万６９７７円でございます。これは、１５

市町村がそれぞれ負担金を出し合って、それと

県の補助金を使って、総事業費が１７９０万８

９７７円の総事業費でございます。そのうち市

が６３万６９７７円出したということでござい

ます。 

 ＫＰＩにつきましては、地域の宿泊観光客数

を設定しておりまして、平成２６年２３万６３

３８人、それを平成２８年には２４万１０００

人というような目標を掲げておりました。実績

としましては、宿泊に関しましては、３０万９
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０００人というようなことで、九州ふっこう

割、あるいは地震の復興のための作業員の皆様

方の宿泊所として活用されたことが要因かなと

いうふうに考えております。 

 下のほうを見ていただきますと、事業内容と

いうようなことで、交付決定額が６５万５００

０円になっておりますが、これは６３万６９７

７円、実績額と同額でございます。訂正方、よ

ろしくお願いいたします。 

 事業につきましては、こちらに書いてありま

すとおり、いろんな観光展への出展、それか

ら、皆様方のお手元に配付しております黄色の

パンフレットがございますが、「くまもと☆み

なみ」というような１５市町村を網羅した情報

を掲載してる資料等を作成させていただいて、

旅行会社あるいは海外あたりの観光展、こうい

ったもので活用させていただいているというよ

うなものでございます。内容につきましては、

そういったものを個別に書いているというよう

なことで、後ほどごらんいただければなという

ふうに思います。 

 これにつきましては、先ほどまた見ていただ

きましたＡ４の資料の６ページをごらんいただ

けますでしょうか。 

 ６ページ、７ページになりますけれども、１

泊２日の観光ルートを３０ルートを作成させて

いただきました。それから、先ほど見ていただ

きましたパンフレットを作成したというような

ことで、今後いろんな観光展で、熊本県に対す

る認知度は高いけれども、なかなか県南の認知

度が低いというようなことで、このあたりを高

めていく必要があるということ、それから、い

ろいろプロモーション活動をするけれども、な

かなか初めてということで、十分満足できるＰ

Ｒができなかったということで、このあたりの

手法について再度検討する必要があるだろうな

というようなことで考えております。 

 それから、８ページの外部検証につきまして

は、非常に今回、１５市町村が一体となって事

業を展開するということで、今後が期待される

というようなものがあっております。 

 今後の方針としましては、今年度も宿泊客あ

るいは日帰り観光客の増大を目指しまして、一

体となったおもてなしなど、受け入れ態勢の整

備に着手する必要があるというようなことで書

かせていただいております。 

 最後になりましたけれども、海外クルーズ船

寄港を生かした観光・物産プロジェクトについ

て説明させていただきます。 

 これにつきましては、１番目にお話させてい

ただきました海外クルーズ船等が来ますけれど

も、なかなか経済波及効果がないということ

で、さらに進化させた事業を展開していこうと

いうようなことが目的でございます。 

 ＤＭＯが設立したこと、それからユネスコ登

録、大型クルーズ船というようなことで、背

景、それから実施するというようなことにつき

ましては、一番最初の事業と同様でございます

ので、割愛させていただきます。 

 上段の下のほうに書いております数値目標で

すけれども、観光客の入り込み客数、平成２８

年２４２万９０００人、これにつきましては、

平成３２年を設定しております。これは、推進

交付金ということで、５カ年間の事業というこ

とで、３２年を目標としております。 

 それから、外国人の観光客数につきまして

は、平成２８年３８００人――千を削除お願い

いたします。訂正方お願いします。３８００

人。済みません、３８００人です。これが１万

６８００人にということで、平成３２と、その

後ろにコロンが抜けております。済みません、

失礼いたしました。外国人の観光客数、クルー

ズ船がたくさん来るのに、何で数字が少ないん

だというようなことを思われるかと思いますけ

ど、これにつきましては、外国人の数値に関し

ましては、熊本県の統計上、宿泊客数のみをカ
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ウントするというようなことになっておりま

す。今後はクルーズ船の客数もカウントに入れ

るというようなところで検討されてるようでご

ざいますので、そのあたりの数字が今後は大き

く変わってくるかなというふうに思っておりま

す。 

 それから、観光消費額は１２１億７０００

万、それから、平成３２年が１４０億７０００

万というようなことを目標としております。 

 事業内容としましては、交付決定額は、済み

ません、ここも訂正をお願いいたします。１６

７４万４０００円でございます。実績額の半分

というようなことになります。 

 事業としましては、観光専門人材の育成、教

育というようなことで、今後、次世代を担う高

校生あたりに参加していただきまして、アンケ

ート調査、それから、お手元に冊子を用意して

おります。「ＧＹＡＮ」という冊子を用意して

おります。これにつきましては、高校生と一緒

になって、八代市の資源、こういったものを調

査し、冊子化させて、海外の方々、あるいは国

内の方々にＰＲさせていただくというようなも

のをつくらせていただきました。 

 それから、八代城跡周辺での開発ということ

で、遊覧船、人力車等を整備し、現在、両方と

も約４００人の利用があっているというような

ことでございます。 

 それから、宿泊がなかなか伸びないというと

ころがございましたので、宿泊促進のための事

業を展開させていただいております。 

 それから、今回、地方創生事業の中で拠点化

をさせていただいております。拠点地としまし

て八代城跡周辺、それから、日奈久温泉街、こ

れらを拠点地としてまず発展させ、その後、周

辺への波及効果をというようなことで進めてま

いる、そのためのプランづくりをさせていただ

いております。 

 それから、八代市・氷川町・芦北町ブランド

事業ということで、シトラスブランディング事

業を展開させていただいております。これにつ

きましては、台湾等への海外の観光展への出展

等をさせていただいております。 

 それから、イオンフードアルチザン活動とい

うようなことで、これはフードバレー事業のほ

うで、晩白柚プロモーションということで、イ

オン香港１２店舗での観光フード展等を実施し

ているというようなことでございます。 

 それから、成果等につきましては、先ほど見

ていただきましたＡ４の１１ページ、１２ペー

ジ、１３ページというようなところになりま

す。 

 日本のおもてなし、八代のおもてなし、着つ

け体験とかですね、飲食店とかそういったもの

を少しでもチャレンジして行ったこと、そうい

ったことで受け入れ態勢のきっかけができたと

いうようなことが上げられます。 

 それから、遊覧船等の整備により海外のお客

さんだけに限らず、市民の方々に楽しんでもら

うということの基礎づくりができたということ

でございます。 

 それから、八代市・氷川町・芦北町ブランド

事業につきましては、ことしの花火大会に１０

００人の方々がツアーで訪れるようなことが予

定されているところでございます。 

 それから、外部の意見としましては、今後、

海外クルーズ船が急増することから、早急な体

制の整備が必要であるというようなことを御意

見としていただいております。ただ、外国人の

集客が余り望めなかったというような御意見も

いただいてるところでございます。 

 以上、３事業の説明を終わらせていただきま

す。 

○商工政策課長（豊本昌二君） おはようござ

います。商工政策課、豊本でございます。引き

続き、④の八代圏域ツナガルインターンシップ

推進事業について御説明いたします。座りまし
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ての御説明お許しください。失礼します。 

 それでは、先ほどのカラーの資料の４枚目の

ほうから御説明をいたしたいと思います。 

 平成２８年度の事業につきましては、９月補

正後からの事業実施となりました関係で、半年

に満たない動きの中での拠点を整備するという

のが、その主なものとなりました。 

 大きくは３つでございます。１２月１日に一

般社団法人八代圏域雇用促進センターを立ち上

げたこと。それから、２番目に１２月から１月

にかけて事務局長を公募し、３月１日から事務

局長を採用したこと。それから、３番目に先進

地である岐阜県のＮＰＯ法人Ｇ－ｎｅｔで、３

月に３週間ほど事務局長の実地の研修を行った

ことでございます。 

 一般社団法人八代圏域雇用促進センターの社

員につきましては、こちらの図面の表の右側に

ございますとおりでございまして、市、それか

ら、商工会議所、商工会の３社でございます。

それから、役員につきましては、代表理事が松

木会頭、副代表理事が商工会の黒木会長、理事

が中村市長で、監事が肥後銀行八代支店の横瀬

支店長でございます。事務局スタッフとして

は、現在のところで２名体制ということになっ

ております。 

 それから、もう一つの別添様式のほうのです

ね、こちらの１４ページからが、内容のほうを

少し説明をいたしておるところでございまし

て、こちらのほうにもありますとおりで、１４

ぺージの背景から申し上げますと、ずっと言わ

れて続けております人口の減少、それから若い

人たちの流出ということをですね、何とか食い

とめたいという思いがございます。 

 それから、やはり企業のほうもですね、非常

に経営の持続性が危ぶまれているという、労働

力不足というのが非常に叫ばれているというよ

うなところがございまして、若者にとっても、

地元に就職先がないという印象を与えていると

いうことで、その辺を何とか改善して、いい就

職先があるということをですね、知ってもらい

たいということが、その狙いでございます。 

 引き続き、１６ページのほうをお開きいただ

きまして、外部委員の方からの御意見等という

ことでしております。こちらのほうではです

ね、まだ始まったばかりの事業だったもんです

から、事業の評価はまだ余り効果がなかったと

いうことでございます。評価する意見としまし

ても、準備が整えられたということでございま

す。 

 今後の御意見といたしましては、やはりそれ

ぞれ連携をしながらですね、協力体制を整えて

ほしいということとですね、この改善等の意見

の中での真ん中ほどにありますが、今年度の事

業自体が活動の準備段階のため、目に見える成

果ができていないというようなところがです

ね、なっておりましたけども、今後はですね、

１６ページの下のほうの枠になりますけれど

も、今後はですね、２９年度からはもう動き出

してはおりますが、企業サイド、学校サイド、

双方とのパイプづくりを進めていく中で、事業

スキームを確立させていきたいというふうに思

っているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（大倉裕一君） 本件について何か質

疑、御意見などはございませんか。①から④ま

で一括していきたいと思いますが。 

○委員（矢本善彦君） 遊覧船、中国人な乗り

よんなっとだろか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） 中国人の方々

のツアーがございますけれども、滞在時間が非

常に短くて、実際、遊覧船が３０分ほどかかる

というようなことで、なかなか現在乗れてない

というような状況がございますので、そのあた

り、滞在時間を長くするなどのことを旅行会社

等にプッシュしていきたいというふうに思って



 

－25－

おります。 

○委員（矢本善彦君） 人力車はどやんです

か。 

○観光振興課長（岩崎和也君） 人力車につき

ましては、走行距離が短いと、参道を往復する

というようなことで、人力車については、利用

がかなりあっているということでございます。 

○委員（矢本善彦君） 遊覧船についてはです

ね、事故のないように、これが一番ね大変です

し。また、よかったらね、お堀の中にも昔は白

鳥とか黒鳥がおったばってんな、どこさんいっ

たっだいろ。それとか、ちょっとやはり池を浄

化するために台湾ウナギなんか昔はね、囲ん

で、やっぱ葦とか台湾ウナギはすごく浄化する

らしいもんね、そんなのを少しやっぱ殺風景だ

からね、そういうところをお願いしておきま

す。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 今のと関連ですけど

も、失礼な話で申しわけないんですが、最初か

らそういう業者との話し合いの中でですね、遊

覧船は３０分かかる、滞在時間何分ですかて、

２０分。そらもう乗れないちゅうことは、もう

する前からわかってることじゃないかなと思う

んですよね。 

 それと、一番最大の要因は、駐車場が確保で

きていないということ。どこの、八代市が観光

をどぎゃん誘致したとしても、一般観光は車で

来るけれども、ああいう大型船で来る場合はも

う大型バスで来るわけだから、こがん車がない

ところにやっぱとまらないと思います。観光業

者もですね、まず駐車場がないのに、わざわざ

そこに人を入れるちゅうことはしないので、そ

こら辺はもう観光業者との打ち合わせの中で、

駐車場の確保はどぎゃんなっとっとですかとか

ですね、何台までとめれるから、ここに何台は

必ず入れるから、何人は使用できるので、今回

の旅行に関しては何台必ず確保してくれとい

う、そういう計画性がないとですね、やっぱり

来たばってん、駐車場なかけん、来らっさんも

んなじゃあ、やっぱそら余りにも無計画過ぎる

んだと思うんですよ。だけん、そこら辺、もう

少し細かい詰めを業者とやっていただければな

て、せっかく来られるのにもったいないなとい

う印象をいつも受けます。 

 そこの海士江の生活広場もですね、あそこも

ずっと渋滞して、いっときは、私に苦情がばん

ばん来るもんだけん、見に行ったら、これはど

うしてもて、もう少しあの辺は業者との打ち合

わせをさせていただいていれば、あんなになら

なかったのかなと思いますし。 

 それと、また別に話変わりますけども、イン

ターンシップ事業でですね、実際にインターン

シップをされるときの高校生さんがそこの事業

に携わるその日数ですね、それはどれくらいを

要しておられるんですかね。 

○商工政策課長（豊本昌二君） インターンシ

ップ事業につきましての、その日数的なものと

しては、短期的には大体１週間程度でございま

す。あと、中期、それから長期もですね、今後

は計画していきたいというふうには考えてはお

ります。 

○委員（橋本隆一君） それで、高校生さんな

んかは、やっぱ夏休みとかございますよね。そ

れをのかしてなのか、それを入れてなのか、ち

ょっと気になるところなんですけど。 

○商工政策課長（豊本昌二君） 高校生の方に

つきましてはですね、夏休みではなくて、普通

の授業があってるとこの中でのインターンシッ

プの期間というのをとっておられますので、そ

の期間になります。 

 それから、高専、熊本高専のほうにつきまし

てはですね、夏休み期間中でございます。で、

もう少し詳しく言いますと、高専の場合は５日
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間以上でのインターンシップの経験で、単位も

１単位あるということでお聞きをしておるとこ

ろでございます。（委員橋本隆一君「ありがと

うございました。理解できました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 岩崎課長がずっと説明

した中で、成果と課題の中でですね、課題が一

番、今回について説明が、今までの事業を３つ

も４つもした中でですね、課題の行の中で一番

インパクトのあるのを、このしっかり皆さん読

んで、これだけつくられたと思うんですけれど

も、私たちから言わせれば、この課題しか私は

ですね、目に見えてこないんですよ、何の事業

もです。大変申しわけないけどもですね。 

 それは、特にＤＭＯについてはですね、まず

はやっぱし国内の事業を展開せないかんと思う

とですよ。海外、海外というものはですね、先

日も私は熊本県経済連の会長と一緒にですね、

この問題について議論したんですけども、なか

なかもう今は海外は難しかと、経済連が言うわ

けですよね。というのは、はっきり言ってか

ら、手取りがなかということなんですよ、輸出

について、生産者の手取りがないと。やっぱ手

取りあるのは、やっぱし国内、東京、大阪、東

海３県。ここらあたりの消費の中で生産者の手

取りがやっぱし多いから、海外については、も

うある程度考える必要が来たんじゃないかなと

いうことを、経済連の親分連中と先日もお話し

たんです。私もそのとおりだと思います。 

 晩白柚についてもですね、この事業の中で、

香港、まあ、基隆から、台湾からもちょっと行

かれてしとる中で、聞いてみれば、何か私も２

年ぐらい前に質問したことがあるんですけど

も、手取りがなかもんな、はっきり言ってから

ですね。利益がなかということですよね。そん

ならば、どうするかというのが、国内でいかに

八代の、海外よりか日本人の方々がいかに八代

の晩白柚という産地に行ってみようかなと、そ

してまたこんな大きいのがこの辺にぶら下がっ

とるというですね、観光農園じゃありませんけ

ども、そこでやっぱ農家の所得を上げてやると

いう、そういう方策というのが、これからの生

きる道じゃないかなといのうは、やっぱ国内で

すよね。とくに、この３年間、２０２０には東

京オリンピックがあるわけですから、これにつ

いて四、五年ぐらいはですね、やっぱし国内需

要に目を向けていかなければですね、この事業

というのは、ＤＭＯも一緒、はっきり言ってこ

の事業も一緒なんですけども、成果より課題だ

らけなんですよね、私たちが見とる中でも。で

すから、もう少し考えたらどうかなというよう

な気が、まず第一印象ですよ。 

 先日、そういう中で、話した中でも、やっぱ

しトップの連中は、その団体、生産団体、ＪＡ

を含めてですけども、やっぱしそういう発言を

しておりました。そのここらあたりの見直しを

せないかんのじゃないかなというのとですね、

課題のところをずっと見てみればですね、まず

はですね、クルーズ船の問題も含めて、これは

ＤＭＯやつしろが立ち上がって間もないことか

ら、財政的、人的支援が当面必要となると。こ

ういうのをずっと見て、海外バイヤーを招いて

の事業については、バイヤーが輸出に向けたサ

ポートが必要であるとかですね、これは本当強

い課題だもんな、これは。これをことしして

も、２９年にしてもほとんど変わらないと思い

ます、私は、今の状況ではですね。海外やった

ら、アメリカとかヨーロッパとか何か行くなら

別ですけども、近隣の台湾、韓国というのは、

もうほとんど、はっきり言って青森のリンゴあ

たりはですね、米の、新潟のコシヒカリ、米あ

たりは行くかもしれんけど、晩白柚あたりで私

は、それは東京に送ったほうがよかもん。利益

が出てくるですもんね。 

 というのとですね、課題をずっと見ていただ
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ければ一番わかるんですよね。県南の１５市町

村の課題を見てください。何か、何かしよっと

かなという感じだもん、今。その中でですね、

プロモーションの効果的なＰＲ方法を再検討し

なきゃいけない。 

 それから、海外モニターツアーというのは、

興味を持っている視察先と市町村で、まあ、海

外のモニターというのは、はっきり言ってどこ

かなと。どことツアーですね、またツアーをで

すね、したらいいのかと。こういうのを旬の情

報を継続して発信していく必要があると。継続

は力なりでいいんですけども、このやっぱ課題

をしっかりですね、分析してもらえればなと、

この４事業の中で。成果というのは、はっきり

言ってから、それでも課題があるということで

しょう。まだ長ごうないからということの中で

もですね。 

 それから、皆さんがやっぱその担当の職員さ

ん、私たちも含めてですけども、課題につい

て、こういうことを私たちもやっぱり理解をし

ながら、その課題について解決策を見出してい

かないかんという。それについては、やっぱり

議会も一緒ですから、担当も大変苦労なされて

のですね、この成果と課題の中で、外部からも

やっぱ成果と課題というのが出とるんですけど

も、私は率直な意見だと思いますよ。 

 特に、私が一番気にしてるのは、クルーズ船

の問題。２００隻とかですね、１００隻とかは

いいんですけども、はっきり言って、ありがた

迷惑ですよ。熊本県にですね、損害賠償を打つ

ぐらいのですね、私は一市民ですよ。それはな

ぜかと言いますと、もう苦情だらけ、今、橋本

委員が言われた。どこ行ったって苦情だらけで

す。 

 この前、セブンイレブンに行ってください。

セブンイレブンはですね、はっきり言ってお断

りしますまでは書いてないんですけども、食事

は店内でしないでくださいと。店内でしないと

言われたら、もう買い物してもらわんでよかで

すよという１８０度の逆転の発想の中ではです

よ。イオンとかですね、もうはっきり言ってゆ

めタウン、どこ行ったっちゃ苦情だらけです

よ。イオンははっきり言っておらないですけど

ですね。セブンイレブンもこの前ずっと担当と

お話したんですけども、やっぱそれについて、

私も何回も遭遇して、生活広場のこの前なんか

でも大渋滞やったですよね。 

 先日、私はちょうど来るときに、八代宮に、

厚生会館に十四、五台ぐらい入っておりまして

ね、八代宮の参道からずっと来られてですね、

あそこいっぱいでした。で、自撮りは撮る。自

撮りはというか、ニワトリじゃなかばってん

が、自撮り撮っとばっかやったもんな。もうあ

とは何も。そして、ほんとに散らかしてるとい

う、その苦情が入ります。 

 先日は、ちょうど本町アーケード街で一緒で

した。英語じゃしゃべらない。ほとんど韓国、

中国語でしゃべるもんですけん、大体わかるわ

けですよ、アーケードで。だけど、マナーが悪

いですね。もう右も左も一緒に歩いてさるくし

ですね。子供たちは、市内の方々が行きなっと

に、もう邪魔になるわけですよ、アーケード街

で。全然マナーがない、まずは。 

 そういうことと同時に、交通渋滞を起こす

わ、そしてまた、今は遊覧船の問題もあるし、

今は漁業組合の方々も言わないですけれどもで

すね、それは２００隻来たら大変ですよ。今、

７０隻でさえですね、だけんでから、県にはい

ろんな施設を早くつくっていただいて、そこに

八代市のですね、商店街がそこの中に、外港の

中に全部入ってしまうとかですね、そういうこ

とならばいいと思うんですけどですね。 

 全部旅行者が計画をして、旅行者がああいう

中でですよ、ただうちは素通りするばっかじゃ

ないです。それは、やっぱ県に言ったほうがい

いと思いますよね。これはやっぱ素通りしない
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ための、要はあなた方が、市がどがんかしなさ

いよ、それについてはと。うちはわざわざ港を

貸して、港を使って、うちはこういう、はっき

り言ってクルーズ船の寄港をしとるんですから

ということだと思うんですけども。今の状況で

は、どろころすれば事件、事故、私はこの事件

が一番心配です。交通渋滞とか、そがんたそこ

でいいんですが、事件がですね、いつどこであ

らせんだろうかなというのが、私は物すごく心

配しています。何回も遭遇しましたからです

ね。それの安全対策はですね、ぜひともしてほ

しいなと。その課題の中にほとんどこれ、ない

ものですよね、事故の。 

 そういうことですので、答弁があれば答弁を

してください。 

○観光振興課長（岩崎和也君） 委員おっしゃ

るとおり、非常に市民の皆様方には交通混雑、

それから店舗での御迷惑をおかけしているとい

うことで、その点については非常に申しわけな

く思っております。 

 ただ、我々がどれだけ海外に向けてアプロー

チしても、来れない自治体とかもあります。た

またまうちは八代港という大きな港があるちゅ

うことで、向こうから、もう何もアプローチし

なくても来ていただくというような状況があり

ますので、何とかこれをですね、経済波及効果

に結びつけていく必要があるなと思っておりま

す。 

 ただ、最優先になりますのは、市民の方々の

安全、安心、これを確保しながら、地域経済の

活性化、こういったものを考えていく必要があ

るかなというふうに思っています。これまでも

県の国際課というのが担当課になります。港に

関しては港湾課になりますけども、十分連携を

とりながらですね、やってきております。今後

もですね、情報を共有しながら、それから、役

割分担しながら事業を展開し、八代市にできる

だけ多くのお金が落ちるように仕掛けていけれ

ばなというふうに思いますので、何とぞ５年間

という地方創生交付金の期限はございますけれ

ども、それまでに何とか自立し、ＤＭＯも自分

で走り出せるような体制、それを核とした事業

展開ができればなというふうに思っていますの

で、今後とも御助力のほどをよろしくお願いい

たします。 

○委員（山本幸廣君） これは、私の提案も含

めて、要望も含めてですけども、先ほどから言

うように、やっぱ国内の需要というのをです

ね、このまち・ひと・しごとというのは、私は

クルーズ船、海外じゃなかったと思う、もとも

とが。ですね。内田が来たときもそれじゃなか

ったと思うんですよ。 

 で、いち早く特区をというのはですね、どう

いう形の八代の特区をつくろうかなという、ま

ち・ひと・しごとの中でですね。一昨年の１１

月、２年前の１１月だったんですけども、たま

たまこのクルーズ船がこういうような状況にな

ってきて、クルーズ船にシフトしとるんですけ

ども、余りシフトし過ぎだと思う。これは絶対

ですね、間違う。これだけのやっぱ事業を５年

間せないかんですけども、その５年間の中で、

私はやっぱし大都会というといけませんけど

も、東京とですね、まち・ひと・しごとの中

で、やっぱ東京を中心としたですね、事業の展

開をしていく、これを目指してください。これ

は私、強い要望。絶対このクルーズ船ではです

ね、成功しない。絶対成功しないです。 

 なぜかと言いますと、もう来る人たちという

のは、最近なんか黒人も来ますよね。この前、

黒人とか来ておりましたですね。６人ぐらいで

商店街歩きよったけど、恐ろしいというてから

ですね。たまたま今まで韓国とか中国の方が多

かったんですけど、黒人の方々が来られてか

ら、もう恐ろしかということでですね、アーケ

ード街の人が言われたと。私もたまたまそのと

きに６人ぐらいの方に会ったんですけども、そ
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れは背は高いし、真っ黒しとるしですね、それ

は恐ろしいですもんね、そばにいったら。 

 そういう人種差別なことはいけないんですけ

ども、シフトするならば、やっぱし東京でしょ

うね。関東、関西、東海３県あたりにやっぱシ

フトして、もう少し見直しをするような体制を

ＤＭＯもしたほうがいいと思います。まあ今、

この事業ですから、どこに展開するかというの

は、今、はっきり言ってから、事業と、あと成

果と課題が１年間あったわけですけんでから、

それをもとに２年、３年続けてほしいと思いま

すし、その中でもやっぱし事業の内容をです

ね、再検討してほしいなと。説明の中ではそう

いうふうに感じました。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 皆

様、こんにちは。フードバレー推進課、宮川で

ございます。 

 山本委員のほうから、香港におきます晩白柚

関係、それから台湾のフェアについて御意見を

賜りましたので、少し現状などをお答えさせて

いただきたいと思います。 

 まずは、香港におきます晩白柚、これにつき

ましてはですね、イオン様、それから、生産者

様、氷川町とも連携した取り組みを実施してい

るところでございまして、先ほど農家さんへの

実入りが大事だよという御意見だったかなと思

いますけど、この点につきましてはですね、一

応これを出しておりますのが、国内で考えます

と、まず正月向けのですね、御贈答品というこ

とで、施設物が出ていくと。要はハウスの晩白

柚が出ていくと。で、それが一通り終わった段

階で、露地物というものが出荷が始まるころに

ですね、これを香港のほうには持っていくとい

うような現状でございまして、これはですね、

国内取引以上でお取引をいただいているようで

ございますので、この点については御心配のと

ころはですね、少しクリアしてるのかなと思っ

ております。 

 また、晩白柚を使ってですね、関東を意識し

た取り組みということでございますが、行って

みようというようなことも御意見の中であった

かと思います。これにつきましてはですね、フ

ードアルチザンの中で、イオンコンパスという

旅行ツアーをつくっていただいておりまして、

昨年度は東京から１泊でですね、晩白柚の圃場

に来て、晩白柚を直接狩り取ってもらうという

ような収穫体験もしていただきまして、大変好

評だったと伺っておりますので、今後もこうい

ったツアーをですね、継続いただければと思っ

ております。 

 ちなみに、このイオンコンパスでは、福岡の

ほうからも日帰りで２回実施していただいてお

りまして、こちらも収穫体験などを実施してい

ただいておりまして、大変好評だったと聞いて

おりますので、こちらも継続してですね、行っ

ていただきますようイオン様のほうとも連携を

して、取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 それから、台湾につきましてはですね、単に

物産展というだけではなくて、向こうに商品が

つながるように、事前に台湾のバイヤーに、こ

ちら八代に来ていただきまして、商品、アイテ

ムの選定をしていただき、これなら売れるだろ

うというようなところで、１０事業者、台湾の

ほうのフェアに行っていただきまして、これが

２７年度からの取り組みになっておりますけれ

ども、複数の事業者がですね、このフェアを契

機に輸出が始まっておりますので、今後はこの

交付金の趣旨であります、それぞれの事業者が

自立していただくよう、我々もですね、そうい

った自立、自走ができるよう、各事業者様のほ

うの支援を継続してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上、お答えさせていただきます。よろしく

お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 半分じゃないんだけど
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も、実績は私も理解してますよ。その成果に、

香港、台湾でなされたのはですね。それはもう

評価しておるんです。評価する中で、その課題

というのを見出す中での、私は今までの発言を

しておるわけですよね。 

 それは、やっぱりジャンプせないかんわけで

すよ。ほとんど変わらないようなですね、毎

年、毎年変わらないような事業の展開で、特に

晩白柚の話をして、私は晩白柚の友達がいっぱ

いおるんですけども、はっきり言ってから、地

元で１０００円か１５００円だけん、地元で売

ってるのが。それを３０００円とか何かで向こ

うで売れますかと。５０００円で売れますか

と、全晩白柚がですよ。はっきり言って、こっ

ちから１万個持っていったとするですよ。で、

１万個がはっきり言ってから３０００円で売れ

て、帰ってきて、はっきり言って大変生産者の

方々は喜ばれたと言われるのは、私はそれは評

価したいと思うんですよ。 

 ところが、やっぱし課題はたくさんあるとい

うですね、行った人たちの、バイヤーについて

もそうですよ。西岡養蜂かな。彼たちも行った

んじゃないかな、何社か。その後の取引はどう

なったかいと言って、実績を調査したんですけ

どもですね、やっぱし何社かは向こうから取引

があったというんですけども、なかなか難しい

というのも現状でしょう、それは、課長。それ

をちょっと説明してください。難しいという声

があったのか、ないのか。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） それ

では、まずイオン香港での晩白柚の販売法なん

ですけれども、これまで２６年度、２７年度に

おきましては、大体率で申しますと、持ってい

ったもの９０％以上ぐらい売れておりますの

で、この辺はですね、一つ安心かなというよう

なところがございます。 

 ただ、台湾につきましては、出展事業者の中

から、全ての方がお取引をいただいたかという

と、そういうことはございませんで、その点は

御指摘のとおりでございますので、できるだけ

私ども八代市の事業者様の商品がですね、台湾

のほうにどうすればつながるのかといったとこ

ろも含めまして、いろいろ御支援のほうをです

ね、考えさせていただければと思いますので、

今後とも御指導のほう、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（山本幸廣君） 課長が言われるとおり

で、素直で、大変私もですね、そこが一番心配

しておるんですよ。バイヤーさんはバイヤーさ

んとしてから、お互いにやっぱりそのですね、

事業主との交流を深めていかないかん。中で

も、やっぱしその品物が、本当にその地で合う

のか合わないのか、消費者の方々がですね、そ

ういうのを分析をしていかなければですね。 

 私もある業者、三、四社の方々とお話したと

きに、いや、最初はもうにぎわってそんよかっ

たっですたいと。そんよかった、あんイベント

もということで、ある程度バイヤーの方々も現

地で話されてから、買われる方々もおられる

と。その後がなかなか続かないということなん

ですよね。今、言われたとおりだと思います。 

 だから、継続は力なりで、継続がどんどんい

けるためには、どういうふうな手段を、その問

題を解決するのかということをですね、分析し

ながら対応していただければなと。私たちも、

はっきり言ってから、その地にですね、議会か

らも代表してですたい、やっぱ行ってみたかっ

たなという感じがしましたですよね。市長から

何回も聞いて、飲むときに、市長、ぎゃんぎゃ

んだったばいなというて話をするもんですけん

でから、盛大にということで聞いておりました

ので、よろしかれば、バイヤーあたりとの、人

間関係というのも大事ですからですね。八代市

を知っていただいて、その業者との、なるだけ

ならある程度継続していただくような、事業が

拡大できるような（聴取不能）も、我々もやっ
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ぱり協力せないかんわけですので、課長にはぜ

ひとも協力させてください。いつか、選挙終わ

ったならば、連れていってください。旅費は払

いますから。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 御意

見ありがとうございます。 

 今年度もですね、引き続き台湾でのフェアが

できないか、現在、内容をですね、詰めており

ますので、委員の御意見ですね、重く受けとめ

させていただきまして、ぜひ議会からも御同行

いただければ大変ありがたいと思っております

ので、また９月以降ですね、議会事務局のほう

と協議をさせていただければと思いますので、

ぜひよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。（委員山本幸廣君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） よろしいですか。

（委員山本幸廣君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） もう１２時過ぎてます

ので、ぱぱっと早目に言いますけれども、この

間、政務活動費を使った会派の研修でですね、

函館港と国のほうにちょっと要望に行ったんで

すけれども、クルーズ関係で言いますと、さっ

き海士江の免税店あたりが非常に困っている

と、界隈で困っているということですけれど

も、何かにせガイドさんとかおんなったでしょ

う、中国人の。あれを規制する法案が今度出て

るから、だけん、もう終わったけん、多分通っ

たっだろうと思いますけれども、それが規制さ

れると、国内の資格というのが必要になるか

ら、そういうにせガイドはいなくなるはずです

という説明を受けましたんで、海士江のあの辺

もちょっと整理さるっとかなと思っておりま

す。 

 で、函館港もクルーズ船が来るんですけれど

も、あそこは上海から３日かかるということ

で、中国船は年間１隻あるかないかだそうで

す。あとは、ヨーロッパ系の船だそうです。で

すから、マナー関係でいったら、苦情というの

は全くないということです。 

 で、クルーズ客とか、あるいは乗組員さんあ

たりももちろん何百人単位、千人単位でいらっ

しゃるわけですけれども、意外なものに興味が

あられると。で、ちょっとうろ覚えですけれど

も、ブックオフはどこですかとか、中古品屋で

すかね、そういうところとか、あとディスカウ

ントショップよりも中古品屋さんだそうです。

で、あと、カップラーメンを含めたラーメンと

かに非常に興味があられるとか。あと、ちょっ

と忘れましたけれども、そういう私ども日本人

の感覚とは何かちょっとずれたところで興味が

あられるとかなと、何かそういうことをちょっ

と興味深く聞いたんですけれども、そういった

意向調査だとかですね、あるいはほかの地域の

状況とかも十分リサーチなさって、頑張ってい

ただきたいと思います。 

 答弁を求めると長くなりますので、意見とし

てお願いします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

 私のほうから最後に意見ということで。 

 ハード的な整備も必要だというふうなところ

もあると思います。たとえ言葉が違って、文化

も違っても、おしっことか、そういうトイレ環

境、衛生環境というのは、やっぱり整備しとっ

てやらないかん部分があると思います。そうい

った不足しているものがあるんじゃないかとい

うところを検証していただきたいということ。 

 それと、先ほどマナーの件がありました。そ

れはもう意見が出ましたので。 

 それと、今、クルーズ船のほうに振り回され

てといいますか、商店がそちらのほうに移行し

過ぎてはいないかというような思いが非常に危

惧しているところです。国内観光客、八代に来

られる方へのおもてなしというのを、再度点検
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をお願いしたい。 

 それから、ＷｉＦｉの環境整備ですね。 

 あと、今は八代でお金が落ちてないというよ

うなお話もありますけれども、中国の方は今は

カード決済というのが非常に多いですので、そ

のシステム導入というものを、八代市はどう考

えていくのか、そういったところも必要ではな

いかというふうに考えております。 

 また、今、思い出す点だけを申し上げました

けども、そういったところを検証していただけ

ればというふうに思っております。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で地

方創生交付金事業についてを終了いたします。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続審査の申し出をしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって経済企業委員会を散会い

たします。お疲れさまでした。 

（午後０時１４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年６月２０日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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